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はじめに 

 
 

「松山市新南クリーンセンター整備事業」は、都市計画法（昭和 43 年 6 月 15 日法律第 100

号）の手続を伴う事業であり、都市計画決定権者は松山市である。 

本図書は、都市計画決定権者である松山市が、愛媛県環境影響評価条例（平成 11 年 3 月 19

日愛媛県条例第 1 号）第 13 条の規定に基づき作成した「松山市新南クリーンセンター整備事

業に係る環境影響評価準備書」である。 

 

本図書に掲載した地図は、国土地理院発行の電子地形図（タイル）を複製したものである。 
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